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【研究課題名】

救急外来を受診された方を対象とした気管挿管に関する研究

【研究期間】

2020年 4月 ～2023年 3月

【研究対象】

2020年 4月 ～2023年 3月 に当院救急外来で気管挿管をされた方

【研究目的・意義】

救急外来には重症な病状のために気管挿管 (口から管を気管の中に入れる手技)と その

管を通じて行う人工呼吸 (機械を使つて呼吸のサポー ト行う方法)が必要になる方がいら

つしゃいます。気管挿管は訓練を積んだ医師であつても時に非常に困難な場合があります

が、どのような患者さんであれば気管挿管が困難であるかは未だ明らかではありません。

また、気管挿管を補助する医療機器は近年進歩してきておりますが、それに伴い気管挿管

の成功率や合併症率、患者さんの生命予後といつたアウトカムがどのように変化していく

かは明らかではありません。そこで、今回の研究では気管挿管が困難な患者さんを予測す

る方法を調査すると同時に、気管挿管の手法やそれに伴う合併症などの経年的な変化を調

査することを目的としています。

【研究方法】

この調査では通常の保険診療以外の医療行為はなく、診療録 (カルテ)に記載される内

容についての調査のみとなります。

調査期間は研究倫理審査委員会承認後～2023年 3月 31日 までの予定です。

【研究に用いられる試料・情報の種類】
。主なデータ項目は以下となります。

<情報>



気管挿管された日時、年齢、性別、身長、体重、気管挿管の適応、挿管困難を予測する

身体所見の有無、挿管方法、挿管した医師の情報、挿管器具、薬剤、合併症の詳細、バイ

タルサイン、在院日数、転帰 (生存/死亡) 等

【外部への試料 。情報の提供】

・データセンターヘのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行

います。データと研究の紺象の方との対応表は、各施設の研究責任者が保管・管理します。

【個人情報の取扱い】

多施設データベースには各施設の患者 IDや氏名などの個人情報は記録されません。その施設

以外からは個人の特定は不可能となり、個人情報の保護性は高くなります。また、学会、論文等

外部に発表する際は個人が特定されないよう個人情報を削除します。また解析の段階でパソコン

を使用する際には研究者本人のみがアクセスできるようパスワードの管理を徹底します。なお、

やむをえずパソコンを外部に持ち出す場合には、盗難・情報の漏洩に十分注意し、氏名、患者番

号など個人を特定できる情報を切り離した状態で管理します。
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【本研究に関する問い合わせ先】

沖縄県立中部病院 診療科名 :救急科 担当者名 :岡正三郎
沖縄県うるま市宮里 281番地

TEL:098・ 973‐ 4111(代表)




